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   Management of Mullerian duct cyst depends on the size and symptomatology. Here we 
report a case of recurrent Mullerian duct cyst which was treated successfully by transurethral 
approach. A 57-year-old man was first admitted because of dysuria in 1981. Under the diagnosis 
of Mullerian duct cyst, he underwent resection of the cyst by suprapubic retrovesical approach 
that resulted in incomplete extirpation. In 1982, he was readmitted for recurrence of the cyst. 
Excision by transsacral approach was unsuccessful because of severe adhesion. He was followed 
by periodic puncture of the cyst and alcohol instillation. In 1988, he was hospitalized because of 
persistent urinary symptoms.Since open surgical procedure was thought to be difficult, it was 
replaced by transurethral management. A cyst bulging into the trigone was found with a cysto-
scope and the bladder wall over the cyst was resected transurethrally until the cyst was entered. 
A 2 cm opening between the bladder and the cyst was created with a resectoscope. Follow up CT 
scan two months later demonstrated sufficient communication between the bladder and the cyst. 
The patient voided well with no discomfort. We believe that tranurethral unroofing of the cyst 
provides a safe treatment in selected cases. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 35: 1955-1959, 1989) 





























































1cm切除 したところ,嚢 胞内に到達 し,約600ccの
嚢胞内容液の流出を見た.さ らに繧孔を直径2cmま








































































































ミュー ラー氏 管 嚢 胞 は,1873年Englishら1)が初
め て 剖 検例 に おい て 発 見 して以 来 現 在 まで 約IOO例以
上 の 報告 を 見 るが,本 邦 で は1947年に 清 水 ら2)が生 後
3ヵ 月 の男 子 乳 児 を 最初 に報 告 して 以 来 自験 例 も含め
調べ えた 限 りで は,15例の 報 告 を 見 る に過 ぎ ない.
ミュー ラ ー氏 管嚢 胞は,本 来 女性 の子 宮,卵 管 に あ
た る ミュ ー ラ ー氏管 の遺 残 よ り発 生す る疾 患 と され て
い る.ミ ュ ー ラー氏 管 は 正 常 男子 の場 合 胎 生10ヵ月 で
退 化 しそ の遺 残物 と して そ の 中枢 側 は,睾 丸 の 上 極 に
存 在 す る睾 丸垂 と して,ま た その 末 梢 側 は,男 性 子 宮
と して 残存 す るの み で あ る.し か し,ミ ュ ー ラー 氏管
嚢 胞 は その 退 化 の 過 程 に お い て何 らか の 原 因 に よ り,
消退 せ ず 残 存 し,嚢 胞 化 した もの で あ る と さ れ てい
る3).その 原 因 に つ い ては 詳 細 は 不 明 で あ るが 胎 生9
週 頃 よ り胎 生 睾 丸 由来 の ミ ュー ラ ー氏管 を消 退 させ る
factor(MUIIerianductregressionfactor)が何 ら
か の 原 因 で 欠損 して い るか,ま た は その 分 化 過 程 に お
け る 問 題 か,factorがあ っ て もそ のreceptorが欠
損 して い る ため に退 化 しな い な どの原 因 に よる とい わ
れ て い る4).
一 方 ミ」L-一ラ ー 氏 管嚢 胞 とutriclecystとの 区 別
に つ い て は,諸 家 い ろ い ろ 議 論 の あ る と こ ろ で あ
る5・6・21)Sharlip5)によれ ば,ミ ュ ー ラー 氏 管嚢 胞 は
utericleと交 通 を も た ず 前 立 腺 の 後 方 に 位 置 す る比
較的 大 ぎな嚢 胞 で,先 天 奇 形 と は 直 接 関 係 しな い の
に た い してutriclecystはutricleと交 通 して お り
尿道 下 裂 や 性 器 の奇 形 を伴 うと い う.ま た,Poppcl
ら6)はそ の理 由 につ い て以 下 の よ うに 説 明 してい る.
発 生 学 的 に ミュー ラ ー氏 管 は 中 胚 葉 由来 で あ り,ミ ュ
1958 泌尿紀要35巻ll号1989年
Table2.Summaryofl5CasesofMullerianductcystinJapan

















































































巨大 嚢胞 全 摘 不能
母 指 等大 嚢 胞?ヲサー ジ
手 拳 大 全 摘
成 人 手拳 大 全 摘
超 鶏卵 大 全 摘不 能
1.5Xl.5c口TUR-P
!.5XL5c国 嚢 胞穿 刺
3c回程 度 嚢 胞穿 刺
3×3c回 嚢 胞穿 刺
不 明 全 摘不 能
超 鶏卵 大 全 摘不 能
岨右 停留 睾 丸 、陰茎 奇形
12両側 の停留 睾 丸






葉由来である.前 立腺 小室は と きに拡 大しutricle
cystとなるがそのとき尿道下裂やintersexualabnor-
malityを合併することがあるという.本邦 例では合






















るものなどさまざまで ある6).また 嚢胞 内にclear
celicarcinomaの認められ た症例の報告もあ り細胞
診などは重要である13),






















本邦 におけ る初期治療 の報告では2・12・14・16一22),































2)清 水 圭 三,相 馬 駆 量,小 出 良 金,高 柳 富 輝=ミ 」







































12)三 浦 猛,高 柳 剛=ミ ュ ー ラ ー 管 嚢 腫 に 開 口 し
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